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3 プリムローズ･リー グの設立 :もう1つのコメモレイション
4 プリムローズ･デイの定着 :浸透と (大衆化)













う花 (ちなみに,日本語では桜草,花ことばは ｢若さ,若者の恋｣)を語るにあたって, プリムロー
ズならディズレイ リといわんがばかりのごく自然な調子で彼が持ち出 したのは,(今は亡き
ディズレイリ)(記憶されたディズレイリ) ということになる｡ そして, ディズレイリからプ
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ズを愛でる余裕がもてる｣, ビーコンズフィール ド卿 [1876年,ディズレイリはど-コン




























































にアプローチした 『スタンダード』からは ｢馬鹿げている｣ として拒絶されたものの,『タイ




















ムローズを利用することが慣習化 していく兆 しが,明らかに認められるだろう｡ 1年前に語ら
れたプリムローズを媒介とする女王とディズレイリのス トー リーを依然として胸に抱 く人々が,
たしかに少なからず存在 したのである｡4月19日に先立って,｢保守系の新聞｣はプリムロー

















かわる人々よりも, クラブ地区やバーリントン･ア-ケイドといった (裕福) (ファッショナ
ブ ル)等を意味する表象となっている場所の人々や,多少なりとも政治とのかかわりを想像し
やすいウェストミンスターの人々が担い手として措かれている｡事実かどうかよりも,ここで
は (プリムローズを着用 したがる人々)のイメージ (いわゆる民衆とははっきりと一線を画した
-5!監←
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人 )々を重視 しておきたい｡




















































































































































































在である, これが 『タイムズ』の趣旨であろう｡ そして,(ナショナル)な存在であるからこ










































































































































































チャーチル, ウォルフ, ゴースト,スレイドの4人が構成する指導部 (当初はルーリング･カウ
ンシル,1885年 3月からはグランド･カウンシルと称した)が選出され,以下のような設立宣言に
誓約を立てた｡｢｢プリムローズ･トー リ･リーグ｣の名の下,ここに1つの政治的ソサエティ









































































近発足 したばかりのリーグは,既にわが国の多 くの地域に拠点を獲得 した｣54)｡とはいえ,
ウォルフが構想するようなポピュラーな団体になるまでには,プリムローズ･リーグの性格に
いくつかの重大な変更を加えることが必要であった｡この点に関する検討は第5節に譲りたい｡


































プリムローズで飾 りつける悪趣味ともいいうる慣習は, (見物人) を集めるほどの人気を博す
ことになる｡
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字架や花輪を受 け取 った｣ことが,1887年 には,｢月曜 [4月18日]の夜, ビーコンズ
フィールド卿の墓の周囲に置かれるために,多くの花輪がパディントンからヒュンデンに発送
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いて,1888年 6月 2日の 『プリムロー
ズ･リーグ･ガゼット』論説は,バッジ
は ｢プリムローズ ･リーグの拡大と力の



























入れであったが, 1884年に入ると, 男性と同等のステータスが認められる｡ この決定につい
ても, プリムローズ･リーグはディズレイリのインスピレイションを持ち出した｡ ｢ビーコン











人 文 学 報
の ｢無知と浅薄な虚栄心｣にアピールしようとしているとプリムローズ･リーグを批判 してい




































































人 文 学 報
プリムローズ･リー グの勢力 (1884-1910年)












































してまとめると,以下のようになる｡ ウェセックス (2,604人),東 ミッドランズ (2,467人),南
東イングランド (2,368人),中部イングランド (2,167人),南西イングランド (2,012人), ウェ
イルズ (1,771人), イースト･アングリア (1,757人),西 ミッドランズ (1,699人),北西イング












































人 文 学 報
ディズレイリがいかなるイメージの存在として造形されていったのかを検証 してみたい｡
ディズレイリ像除幕式の式次第や演説,そして除幕式直後の 『タイムズ』や 『モーニング･
ポスト』 が, (ナショナル ･ヒーロー) としてのディズレイリというイメージの構築を明らか
に試みていたことは,既に第2節で指摘 した｡ そこで描かれたのは, (イングランド的なキャ
ラクターを体現し,イングランド全体のために献身 したディズレイリ),(党派や階級,地域を
こえてネイション全体の追悼 ･愛惜の対象となっているディズレイリ)であった｡ここにいう
(ネイション) は, 多くの場合, イングランドのみを指す文脈で登場するが (したがって,(ナ
ショナル)と (イングリッシュ)はしばしば互換可能だが),時にブリテンあるいは連合王国全体や
さらには帝国植民地の人々をも含めた くナショナル)なディズレイリ追悼が語 られることも
あった｡ そして, (ナショナル ･ヒーロー) たるディズレイリはピールやパーマストンと差異
化され,彼の記憶は将来にわたってとりわけ長 く保たれるだろうとの見通 しが示された｡
こうした論調はその後もつづいた｡『タイムズ』に即 していえば,たとえば1884年のプリム
ローズ ･デイの際には,｢ネイションの心には - 依然として大きな悲 しみの感情が残ってい












べてイングランド産と考えてよいだろう｡ その多くは, ホーム･カウンティ [ロンドン周辺
の諸州], とりわけケントにおいて,貧者の子どもたちによって摘まれ, ロンドンに急送され









た手紙に,｢彼はど忠実な友人は多 くありません - これほど鋭 く痛みを感ずることは絶えて
ありませんでした し, 今後もないでしょう｣ とあったように, あるいは翌日の 『マンチェス




評 し,ディズレイ リの女王への奉仕とそれに対する女王の高い評価 ･感謝を印象づけている｡
1891年 4月18日の 『プリムローズ･リーグ･ガゼット』論説も,次のように力説する｡ ｢イ
ングランドのために彼は生き, 女王に奉仕するために彼は神から賜った能力を捧げた｡ - 公
的な場で行われた彼の発言のすべては,女王と ･-国への - 情熱的な愛着と献身的な忠誠に
よって彩 られていた｡｣ プリムローズ･リーグにとって, ディズレイリと女王が親 しい関係に
あったというイメージは政治的に利用価値の高いものであったから,『プリムローズ ･リー
グ･ガゼット』 にはこうしたイメージを喚起するような記事がしばしば掲載された｡ ｢ほんの
少 し前のことだが - ビーコンズフィール ド卿のポートレイトは [ウィンザー城の廊下から]
女王自らの居室-と移された｡女王の居室には,女王にきわめて忠実に仕えたこの友人の著作
集が置かれていた｡｣93) いうまでもなく, これに加えて, プリムローズの (伝説)が繰り返 し
語られることを通 じ,女王とディズレイリが単に君主とその忠臣として信頼関係で結ばれてい
ただけでなく,私的にも愛情のこもった関係にあったという印象が広 く浸透させられていく｡
女王の死 (1901年 1月22日)後初のプリムローズ ･デイに寄せ られた詩には,｢女王は最期ま
で彼の思い出を大切にした｣という一節が含まれている94)｡第 4節でも簡単に触れたが,この
ような意味で,1889年のプリムローズ ･デイに贈った2つの花輪に添えられた女王のことば
は象徴的である｡ プリムローズの花輪は ｢感謝を込めた追悼の印｣,菊の ドライ ･フラワーの
花輪は ｢愛情を込めた追悼の印｣とされ,前者は公的な意味における2人の関係を,後者は私





















予言の通り, プリムローズの (伝説) を通じて女王との特別な関係を誇ることのできた くナ
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ていくことが, プリムローズ･リーグの目的なのです｡｣100) ここでは,ディズレイリの ｢長い
政治的キャリア｣ は専 ら帝国に結びつけられ (プリムローズ･リー グの目的も帝国護持に限定され)
,他の領域における彼の政治的活動は想起されていな
い｡ディズレイリの果たした重大な役割としては,(政治的民主化)の時代に向けコンサ










































彼 らの徳や叡知はたくさんの銅像に示されている - しかし, ヒュンデン･チャーチヤー ドの
のどかな芝の下に眠っているビーコンズフィール ド卿ほど,その記憶が生き生きと保たれてい
る政治家はいない｡｣105) 1933年に出版された書物も, 同様の指摘を行っている｡ ｢ほとんどの
首相の影響は短命である｡彼 らが首相の座を去ると,その影響 も感 じられなくなる｡ しかしな
がら,ディズレイ リの影響は持続 しており,増大 しつつある｡毎年の ｢プリムローズ ･デイ｣
(4月19日)を彩るセレブレイションと絶えることのない ｢プリムローズ ･リーグ｣の活動が,
彼が死をも乗 りこえる力をもっていることの証左である｡｣106)
それでは,ディズレイ リを ｢他の同 じように傑出した人々｣と差異化するものはなにか?
多 くの場合,それは先見性に裏打ちされた彼の政治的な信条や政策が後の時代においても充分
な重要性を保持 し,有益な示唆を含んでいる点に求められた｡1903年 5月の 『プ リムロー
ズ ･リーグ ･ガゼ ット』 は, 1886年に始まる (保守党支配の時代) をもたらした人物として
ディズレイ リを特徴づけ,彼が依然として ｢生きっづけている｣ことを力説する｡
ビーコンズフィール ド卿は恒久的復活 [1880年総選挙での敗北からの] の種子を撒いた｡
そして,彼の同僚であった有能な政治家たちは彼の開始 した作業を継続 した｡彼の敗北か
ら5年以内, 彼の死から4年以内に,保守党は再び政権を獲得 し, その後の 18年間のう
ち14年半にわたって政権を握 っている - 保守党の継続的な勝利がユニオニス ト [リベ
ラル ･ユニオニス ト]との同盟に多 くを負 っていることは事実である｡そして,それが
ビーコンズフィール ド卿が祝福 したであろう同盟であることもたしかである｡ それは,彼
がかくも強 く心に留めていた帝国統合の政策を支持する同盟である - 端的にこういうこ
とができる｡ ビーコンズフィール ド卿の理念は, その創始者が22年前にわれわれの許を
去 ったにもかかわらず,生 きつづけている｡ - 保守党の政策は変わっていないのであ
る107)｡
あるいは,1904年 12月 21日の 『タイムズ』論説は, ディズレイリは ｢19世紀の最 も生き生
きとし興味深いキャラクターの 1人｣という以上の存在であるとし,以下のようにつづける｡
｢彼はイングランドの政治の舞台に登場 した最 も有力な個人の 1人であった｡- 実際,議会内
の闘争によって終わってしまうことがなく,わが国の人々の心の中で発芽 ･成長 し,自らが直
接コントロールしているわけでもないナショナルな政策に影響を与え,自らの死後にも影響を
与えつづけるような実 り豊かな理念をかくも多 く提示 した者はほとんどいない｡- 彼の理念
はわれわれの間に生きつづけている｡彼が初期に夢想 したもののいくつかは,今日では現実に
← Rl貰-
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簡俺 常t'#.棚 榔 訂㊥項 訂9,'s晦 舘晦 束図版③ 1909年のプリムローズ
･デイに際して飾りつけられるディズレイリ像｡PrimroseLeague
Gazette,1May1909.であり, 1895年 5月1日の 『プリムローズ





















































































｢巡礼pilgrimage｣である｡ ｢昨日, プリムローズ･デイを記念して, プリムローズ･リーグ
の重要メンバーたちがヒュンデン･チャーチヤードへの巡礼を行った.ヒュンデン･チャーチ
ヤードで,彼らはホストであるカニングズビ･ディズレイリ少佐 [ディズレイリの財産の相続






にロンドンよりも (聖地) たるヒュンデンの方に傾くようになる126)｡ ロンドンからヒュンデ
ンへの焦点の移行は,プリムローズ･デイの (大衆化時代)が完全に過ぎ去ったことを示す｡
わざわざヒュンデンまで ｢巡礼｣しようとする者がディズレイリ信奉者に限定されることは明
らかであり,｢巡礼｣ に参加 したのはプリムローズ･リーグのメンバーだけであった｡ ロンド

































































を大切にしてきた人々の多くは, (プリムローズを愛 したディズレイリ, ディズレイリのため
にプリムローズを贈ったヴィクトリア女王)という (伝説)のフィクション性におそらく薄々
は気づきっっも,あえて疑いを胸にしまい込んで,美 しいス トー リー を守ってきた｡同じ く伝
説)に由来する名称を冠するリーグによって (伝説)がついに公式に否定されるに至ったこと
が,こうした人々に衝撃を与えなかったはずはない｡
1957年 5月3日,グランド･マスターとしてプリムローズ ･リーグの年次大会に出席 した
ウィンストン･チャーチル (会員番号1番のメンバーシップ･カードをもっランドルフ･チャーチル
の長男)のスーツのボタンホールには,たしかにまだプリムローズが着けられていた138)｡ とこ
ろが, 1976年 3月31日にマーガレット･サッチャーがプリムローズ･リーグの会合で演説 し

















































ストンも凌駕してしまうような)｡ これに加えて, ｢ヴィクトリア時代で最大の政治組織｣ となっ
たプリムローズ ･リーグが折に触れてディズレイリを称揚 し,その活動を通 じてディズレイリ
の存在を肥大化させていったことも見逃せない｡プリムローズの表象するディズレイリの記憶























































































42) Malcolm Pearce& GeoffreyStewart,BritishPoliticalHistory,186712001:Democracy
andDecline,3rd edn.,London,2002,p.87;aE.Quinault,"LordRandolphChurchiland
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81) 1913年 まで,プ リムローズ･リー グは自らを形式的には保守党に対して自立的な存在と規定
していた｡ スタンスの原則は以下の通り｡｢プリムロー ズ･リー グは保守党を支援するために設
立されたのではない｡保守党がプリムロー ズ･リー グの原則に忠実である限 りは支援するが,そ
れ以上 のことはない｡｣PrimroseLeagueGazete,30June1888.
- 93-
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102) Manchester Guardian,20 April1881;Todd M.Endelman & Tony Kushner,
"Introduction",do(eds.),Disraeli'sJewishness,London,2002,pp.112,p.7;L.P.Curtis,
































































142) サッチャー時代において, ディズレイリの政策やスタンス (とりわけOneNationというス
ローガン)は (ニュー･ライト)に対抗する保守党内のいわゆる (ウェット)によって好意的に
言及されることが多かったが,他ならぬサッチャー自身もディズレイリを ｢近代 トー リズムの始
祖｣と称揚 していた｡意外な事例としては,自らの政策を ｢ディズレイリ派コンサヴァティヴ｣
と性格づけた第37代アメリカ大統領 リチャード･ニクソンがいる｡泥沼化したヴェトナム戦争
の収拾をニクソンが図った際のキ-ワードとされたのが他ならぬPeacewithHonour(アメリ
カ式に綴ればHonor)であった｡JohnK.Walton,Disraeli,London,p.1,pp.5-6,pp.66-
7;Smith,op.cit.,p.211,p.214.
143) PrimroseLeagueGazette.1April1901.
144) Jenkins,op.cit.,pp.141-2;Watts,op.cit.,pp.108-9,pp.157-8.
- 96-
